
若い年代は「自分の好きなことや趣味の時間の充実」や「都市部での
仕事・遊びと落ち着いた日常生活の両立」を希望

多くの市民は「家族と過ごす時間の充実」や「緑に囲まれた暮らし」
を希望

老年人口の増加よりも、生産年齢人口や年少人口の減
少が大きい

2005年から人口が減少 死亡増

転出超過
(日本人)

母親となる年齢階級の人口減少が大きな要因

子ども女性比は低下していない

出生減

要因大

20代をはじめ
とする若い年
代の転出超過
が顕著

賃貸住宅をはじめとして住宅供給量
が少ない
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名古屋圏における稲沢市
の役割が変化しつつある

名古屋市への通勤者数は減少

一宮市からの通勤者数は増加

就従比と小売吸引力指数が１に
近く自立した都市の様相が強い

希望する暮らしは年代に
より異なる

団塊世代の高齢化が要因

〈稲沢市の現状と将来見通し〉

基本構想の構成イメージ

• 産業活動や地域活動をはじめ、様々な分野の担い手不足
に対応することが重要

• 人口減少により成り立たなくなるサービスを持続可能に
再生していくことが重要

2050年にはピークの約20％となる３万人が減少する見
通し

稲沢市の
変化

• 母親となる年齢階級の女性の転出抑制が重要

• 市の生活環境や子ども・子育て政策の良さをより若い世
代に認識してもらうことが重要

• 親から世帯分離するときに市内で住宅を確保できるよう
にすることが重要

• 市民が希望する暮らしは稲沢市の地域資源や立地環境と
重複するものが多く、こうした強みをより伸ばしていく
ことが重要

要因大

若い年代は「親から独立する時期」
に住むまちとして認識していない

「働くまち」や「訪れるまち」
としてのイメージは市民にない

• 名古屋圏の近郊で就労や消費購買で拠点性のある都市は
数少なく、稲沢市の強み

• 魅力的な職場、買い物環境であることが重要
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稲沢市の地域資源

• 木曽川に育まれた豊かな自然と
産業の緑としての田園風景

• のどかな暮らしと日常を彩る楽
しみを両立できる

• ゆとりある暮らし
• 自然や季節を感じながら、子ど

もと一緒に遊べる

自然に育まれた豊かな暮らし

名古屋圏の利便性の高い暮らし

• 大都市(名古屋)へのアクセスの
良さ

• 高速道路へのアクセスなど、利
便性の高い生活環境

• 生活に必要なものが揃う商業施
設がある

地元愛を感じられるコンテンツ

• 国府宮はだか祭などの歴史を感
じられるイベント

• バレーボールやハンドボールな
どのトップアスリートとの距離
の近さ

• 荻須記念美術館などの文化、芸
術

• 市内の高校や大学などと連携し
た特産品の開発や地域課題の解
決

• 「ウルフドッグス名古屋」など
と連携した地域貢献活動

市民活力

社会潮流の変化

国内人口減少と東京一極集中の
再加速化

デジタル社会の加速化

ダイバーシティ（多様性）＆
インクルージョン（包摂・受
容）

協働・共創と地方創生

リニア開業と名駅地区の再開発
促進

未来の稲沢①

人口減少が続いても産業活動や地域活動な
ど様々な活動が活発に展開されるまち

• 新たな担い手を創出・確保する
• デジタルをはじめとする様々な技術を活用

する

未来の稲沢④

働きたい・訪れたいと思えるまち

• 働いてみたい魅力的な職場、買い物したい
魅力的なお店等を創出

• 「住むまち」だけでなく「働くまち」、
「訪れるまち」としてのイメージを確立

未来の稲沢②

若い世代から住む場所として選ばれるまち

• 住みたい、住み続けたいと思う人が、居住
地として選択できる環境を整備する

• 子育てしやすいまち、安心して子育てがで
きるまちであることが実感できる

未来の稲沢③

多様な暮らしの希望が実現し、地域に対す
る誇りが育つまち

• 地域資源と民間活力を活用し、本市ならで
はの魅力あふれる暮らしの選択肢を増やし
ていく

未来の稲沢

■これまでの延長ではなく、

新しい稲沢に変わっていく

・若い世代が住めるように変える

・目的地となるまちに変える

・行政サービスのあり方を見直す 等

将来都市像の方向性

■稲沢市の良さを生かしていく

・名古屋駅からの近さ

・緑・田園に育まれた便利で穏やかな

暮らし

・歴史・伝統と新しい魅力

（プロスポーツ） 等

■稲沢市で生活する価値を

市民が実感できるようにする

・市民の希望する暮らしが実現する

・高齢者が安心して暮らせる

・市民が誇りに思えるまちになる 等

■若い世代に目線を向ける

・若い人を惹きつける

・充実した子育て環境を提供する 等

■市民活力を最大限活用する

・学校や企業等との共創を進める

・市民主体の活動を活性化する 等
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まちづくりの

基本理念

予測困難な時代（物価高騰等）


